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 〇掛川地域内の花壇の夏花の撤去作業 

    定光寺町   11月 27日（水）  午前９時から 

    下半田川町  11月 23日（土）  午前８時から 
         

〇掛川地域内の花壇の花苗の植え付け作業 

    定光寺町   12月４日（水） 午前９時から 

    下半田川町  12月７日（土） 午前８時から 

お手伝いいただける方はご協力よろしくお願いいたします。 

 

     

 

日時    令和７年１月１９日（日）午前９時～         

作業内容  道路のゴミを中心に拾います 

持ち物   軍手 

      （ゴミはさみ・ゴミ収集用のビニール袋は用意します） 

その他   作業のできる服装でお願いします 

 

環境美化グループからお知らせ 
◎環境整備作業に 

   ご協力ください!! 

季節を感ずるウォーキング講座②  （掛川公民館と共催） 

 〇日時    11月 30日（土）午前 9時 15分～午後 1時 

〇集合場所  午前 9時 15 分 両町町民会館に集合 

〇行先    笠原潮見の森公園（岐阜県多治見市） 

〇参加費   ５００円 

〇持ち物   飲み物、タオル、お弁当（昼食）など 

          

生涯学習講座 

12月 7日（土）午前 9時～公民館利用者年末合同大掃除があります 
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カメレオンのなかま 

ペリネでは数多くの種類のカメレオンを見ることができた。カメレオンは大型種・小型

種、体色変化するもの・しないもの、昼行性・夜行性など実にバラエティーに富んでいる。

目の前の昆虫を長く伸ばした舌に粘りつけて捕食するのを目の当たりに見ることができ

たのは感動的だった。カメレオンの目は左右独立して前後上下に自由に動かせる。昆虫な

どを探すのに都合のよい進化をした結果だと思われる。 

 

 

 

長い舌を出して昆虫を捕食した瞬間 

しっぽは体を支えるのに役立っているが、使わないと

きはゼンマイのように巻いている。 

 

捕食した昆虫がまだ口の中に残ってい

る。 

夜行性のカメレオン 超小型カメレオン 

ムルンダヴァまでの遠い道のりと特異な形のバオバブの木 

 ５月 27日、旅も終盤に入った。最後の目的地ムルンダヴ

ァに向けて出発。ペリネからアンツィラベ経由でムルンダ

ヴァまでのマダガスカル横断の旅で非常な長距離（500Km）移

動である。ところが道中ファンベルトが切れる、タイヤが

パンクする、極め付きはラジェーターに亀裂が入って冷却

水が噴き出すなどなどのアクシデントが重なり、キリンデ

ィ森林保護区のロッジに着いたのが翌日の午前１時を回っ

ていた。寝る間も十分とれないまま翌日はムルンダヴァの

バオバブ街道に向った。特異な形をした迫力ある巨木の林

立を間近に見、黄昏時の見事なシルエットを楽しむことが

できた。 

真夜中に車が故障し、修理を待つ
間、たっぷりと南十字星を観察するこ
とができた。 
このほかサソリ座が空高くに位置し、
無数の星をちりばめた天の川も宝石
箱の中を覗いているかのようだった。 

自然観察の旅 10日間のマダガスカル（前号からの続き）   冨 田  彪 
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バオバブの巨木 直径 4ｍ 

日没数分後のバオバブ

街道 

 

マダガスカル－街・村・人 

マダガスカルの人々の肌は漆黒ではなく褐色で艶があ

り、とてもきれいだ。とくに女性は皆おしゃれで郷土色

豊かな服装をしている人が多い。かつてフランスの植民

地だった名残で、あちこちで石畳の路地も目についた。 

 今回はおもに北部、東部、西部の国立公園や自然保護区を中心に回った。街なか、田舎い

ずれも出会うのは子どもと若者ばかり、老人にはなかなか出会えない。ちなみにこの国の

平均寿命は 64.5 歳と聞く。長距離移動が多く、その上チャーターした 20 人乗りのバスが

たびたび故障。そのたびに時間をロスした。しかし、修理を待つ時間を利用してさまざまな

地域の風土を肌で感じ、人とふれあう機会がもてたことは大きな収穫だった。 

出発する前になって風邪をひき、参加することをずいぶん躊躇したが旅行を企画し世話

を焼いてくれた仲間が背中を強く押してくれたおかげで思い切って出発し、濃密で素晴ら

しい旅をすることができた。高齢者といえどもそれなりに伸びしろはあるものだと思った。 

 

 

旅を終えて 

おしゃれな女性たち 

皆さん背筋がスーッと伸びていて姿勢

がとてもよい。 

日干し煉瓦の壁とパンタナスの葉で葺いた屋根 

果てしなく続く中央高地 

ここは南半球、太陽は北の空から照りつけ

る 

石畳のある街 ペリネにて 

バオバブ街道 

バオバブは根が上についているように見えるので逆さまの木とも呼ばれてい

る。 



- 4 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「掛川の生きものたちと風景」写真展の感想（少し） 

掛川地域の掛川地域 

 掛川地域のすばらしい自然をたのしませてもらいました。  

 私の知らない場所、植物、生き物…撮影された方の感性のすばらしさを感じま

した。 

 機会があれば当地を訪れ、ゆっくり散策したいです。 

 

 掛川の春夏秋冬、自然の豊かさがわかり、とてもあたたかい気持ちになりま

た。 

 この大切な自然を守っていかなければいけないですね。貴重な写真をありが

とうございました。 

 

 

 とても楽しく拝見しました。私自身、日々この美しい自然に力と安らぎを与え

られています。そのことへの感謝がまた、一層深くなりました。これからもどう

かよろしくお願いします。ありがとうございました。 

オオサンショウウオ展やってほしい。 

 

 

 四季を通じての自然についての素晴らしい写真、見応えがありました。シデ

コブシはじめ、水や緑の美しいこの地域の自然をこれからも守っていって欲し

いと思いました。私も微力ながら地域のゴミ拾い（特にプラスチックや資源ご

み）を意識して取り組んでいます。住みやすく環境のよい地元を大切にしたい

と改めて感じました。 

 素敵な写真展、ありがとうございました。 

 

 

 楽しく拝見させていただきました。 

写真は貴重なものが多く保存価値も高いと思い

ます。 

市民への披露はもとより、より多くの人たちに

みていただく機会を作りたいですね。ありがと

うございました。 


